













































原Cryj 1で96時間刺激賠養し、その培蓑上清中のIL-4，IL-5. IF仲 7濃度をELISAで測定した。
健常人群ではいずれのサイトカイン産生量もスギ花粉飛散前と飛散期で有意差を認めなかった。一方、
免疫療法群と薬物療法群ではスギ花粉飛散期の1L-4およびIL-5産生量はスギ花粉飛散前より有意に摺加し
ていた。しかし、スギ花粉飛散期における免疫療法群のIL-4およびIL-5産生量は薬物療法群よりも有志、に
低値に抑制されていた。またIFN-γ も抑制する傾向にあった。スギ花粉飛散期におけるIL-4.IFN-γ産生
量は着効群と小良群の聞に有意差を認めなかったが、スギ花粉飛散期における著効群のIL-5産生霊は不良
群より有意に抑制されていた。
以上の成績より、免疫療法はスギ花粉飛散に伴うT細胞からのIL-4.IL-5の産生を抑制するが、その主
たる効果発現機序はスギ花粉飛散期のIL-5崖牛冗進の抑制である可能性が示唆されたことは、今後免疫療
法の効果発現機序を解明していく上で意義が高いと思われる。
以上から本研究は博士(医学)の学位を授守するに値するものと判定された。
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